
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

62 発酵生産

　　　　　　　嫌 気性水素 生 産 菌 の 水 素 生成 と酸生 成の 特性

　　258　　
・

（荏 原 認研 ・環 境研 究所 ）　O 片岡 直明 、 宮 晶 子 、 桐山光市

　 【目的 】演者 らは 、 水素エ ネル ギー 回収型廃棄物処理技術を構築するこ とを 目触 に k

　有機物 を嫌気発 酵 して 水 泰 を生産す る嫌気性細菌の 利用 に つ い て 検討 して い る
1）

e

　本研究 で は 、 N2／COd混 合 ガス で の 通気 培養あるい 1ま減圧培養に．よ り培養系内水素分

　圧 を低 くして 水素生産菌を培養した場合の水素生成 と有機酸生成特憧を調 べ た 。

　 【方法及 び拮果1大豆 粕よ り分離・した C／ostr ・i・dium　butγricum 、ISC− El株 を 1；リヲト扇容の

　培華槽に て 、 グル コ ー ス を培i養華質 にpH7．　O、 35鴨 で 振盪培養した。
　SC唖E1榛の 発生

　した氷業ガス を堵養系内に蓄積 した状態で培養した編合の 永簾i発生 量 1劇 O．β  bl／

　g一グ順
一
スで あ っ た の に対 して 、 N2：CO2何 ：1）溝合ガス を5¢Oml｛！血i…n で培養液 中に

　通 気培養するgと1（：よ っ て 発生」，た水素 ガス を除去した場合燦1・臨 鋤mQ ト報 ／舮 グ鳥

　：
一
スまで水素発生 量が増大レた 。

・・一，rr、　Nl：℃CO2：晦 （罧 1：1：3）混俸ガス およ びH2爾ス

　で 通気培養 レだ場肴砂水素舜生量 1，＊9．・ 5および8．洳舶 トH2／9一グ痼 r スへ とi低下 した ．

さらに 、 培養気梯 薩 力を0．
ゴ
5at田に減麟 養 した鳩合に は12β呻αトH，／gS 、

’
・P：・ ス

覊 聽嬲黐爨毳纛 穩 豐 鷲i癬靉驪鸞 驫驫
ス で の通気培養お

1
よが海 培数 1鱒 酸 轟酪酸の生纏 が駄 し 轍 φ生蘚 は

　減少 した 。 す なわち、S¢。E1株の 水繁生成反応に おい ては 、 生膿された水棄が培養蓑

　内か ら直ち に跨去 され るこ とによ っ て水素匪成に ホる還充力処霪反 応が鏤続 して 違

　行 可能 とな る と共に 、 蟻酸隼成に 古筍遠元［力処｛理i反応 隣停止 蛍iるこ とが厳された 、
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一光 合 成 細 菌 と の 組 み 合 わ せ に よ る 水 素 生 産 能 の 向 上 一

　　　　　　（鹿 島 技 研 ） ○ 上 野 嘉 之＼ 小 林 な ほ 子 、 森本 昌 義
（目 的 】　 水 素 は ク リ

ー
ン エ ネ ル ギ ー

で あ る こ と か ら 次 世 代 の エ ネ ル ギ ー と して

煢慧蘿 毳誘騨爨晶鱶靉籌誉毛絮 ア尸『纛嶺 蠶簾器
に よ る 水 素 生 成 後 の 実 廃水 を 原 料 に 光 合 成 細 菌 を 用 い て 水 素 の 再 生 成 を 試 み た の

で 報 告 す る 。

【方 法 】襲 糖 工 場 廃 水 を 療 料 に 汚 泥 コ ン ポ ス ト由 来 の 嫌 気 性 ミ ク ロ フ ロ ー
ラ に よ

る 永 素 生 産 を行 っ た 。
こ の 水 素 回 収 後 の 廃 水 に 光合 成 細 菌 　一 1血

鵠鵲
を

ま華・喫 謙 禁讐
（ハ ゜ ゲ ン ラ ン プ 1° °°°Lux ） を 行 ・ た ・ 分 析

【結 果 】廃 水 を 水 道 水 お よ び 各種 微 量 元 素 を 含 有 す る Basa 工培 地 で 希釈 す る こ と
に よ っ て 水 素 生 産 が 認 め ら れ た 。 特 に Basal 培 地 で 希釈 し た 場 合 は 顕 著 で 最 大水
素 生 産 量 は 480ml ！1・culture （希 釈 率 1   ％ ｝ と な っ た 。 水 素 の 生 産 に と も な い

廃 水 中 の 有 機 物 の 分 解 が 認 め ら れ 、 TOC 除 去 率 は 約 61 ％ と な っ た 。 前 段 の 嫌 気性
プ ロ セ ス と 組 み 合 わ せ た ト

ー
タ ル で の 水 素 生 産 量 は 29 皿 皿 。 1／9

・TOC 、　 TOC 除 去
率 は 65 ％ と な り水 素 生 産 と 廃 水 処 理 の 両 立 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

　 本 研 究 は 新 エ ネ ル ギ ー ・産 業 技 術 総 合 開 発 機 搆 の 委 託 研 究 厂環 境 調 和 型 水 素 製
造 技 術 研 究 開 発 ］ の

一
環 と し て 行 わ れ た もの で あ る 。
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